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Re－sumi

　　　The　bibliographic　work，　especially　the　compilation　of　the　R6pertoire　Bibliographique　Uni－

versel　（RBU），　of　the　lnstitut　lnternational　de　Bibliographie　（IIB，　the　forerunner　of　the　FID）　was

one　of　the　most　important　experiment　that　would　lead　to　today’s　international　librarianship，

documentation　and　information　science．　This　article　describes　its　history　during　the　period

between　the　beginning　and　the　World　War　1，　when　the　work　was　the　most　active　and　the

most　successful　for　the　leaders．

　　　They　compiled　the　RBU　through　the　process　that　they　received　various　bibliographies　and

library　catalogues　either　in　book　form　or　in　card　form，　cut　them　into　bibliographic　entries，　and

filed　them　in　the　order　of　authors’　names　and　decimal　classification　numbers　they　had　added　if

possible．　They　regarded　the　RBU　which　should　have　been　appeared　if　they　had　completed　it

as　the　catalogue　of　human　knowledge．　They　studied　the　DC　and　changed　it　into　the　UDC

because　they　believed　the　classi丘cation　played　a　very　important　role　in　their　activities．

　　　Their　method　was　very　primitive　and　amateurish．　We　think　it　was　not　the　macrocosmic

approach　of　bibliographic　organization　but　the　uncontrolled　unification　of　microcosmic　ones．

Their　eventual　failure　told　us　that　the　time　had　passed　when　a　single　body　could　make　a

universal　bibliography．　But　the　idea　that　the　compilation　of　an　international　bibliography　can

contribute　to　the　world　cultura1　and　scientific　exchange　and　the　world　peace　has　been　inherited

now．　And　tools　such　as　the　UDC　which　were　byproducts　in　putting　the　idea　into　practice

have　been　used　world－widely．
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1．はじめに

　書誌情報の把握と組織化があらゆる図書館・情報活動

の基本であることはいうまでもない。書誌情報とは文献

一記録化された知識一に関する情報である。我々が

取り扱おうとする文献は一点一点が必ずしもユニー・クな

ものではなく，あるテキストに対するコピーであるた

め，書誌情報を広範な共通の枠組みで組織化する意義が

生じる。この組織化の試みを，通常，書誌コントロール

（bibliographic　contro1）と呼んでいるわけである。例え

ば，あるひとつの図書館内における書誌コントロール

は，ある程度，共通の蔵書をもつ限り，他の図書館の書

誌コントロールと共通の基盤をもつことになる。そし

て，対象とする文献の範囲が，単一の文献のタイプ，特

定の地域，ひとつの主題から，複数のタイプ，地域，主

題へと広がっていくにつれ，その範囲内での書誌コント

ロールは，より多くの図書館のテクニカルサービスの基

盤となりうる。この文献の範囲を極限にまで拡張したと

きに生まれる概念が，世界書誌コントロール（UBC）に

他ならない。今日，専門的分野でサービスを行っている

多くの図書館は，この全世界的な文献の広がりと無関係

ではありえず，広範囲の書誌情報の組織化の出現を待ち

望んでいるわけである。

　さて，本稿は，世界書誌コントロールを考えるにあた

って避けられない問題一書誌情報の一元的集中化の問

題をIIB（Institut　International　de　Bibliographie）の

書誌編さん活動の検討を通じて追究してみようというも

のである。実際，現在のFIDの前身にあたるこのIIB

の歴史は，世界書誌づくりへの理念とその完成への献身

的な努力そして挫折というように，集中的書誌作成の可

能性と限界を示しているといえる。世界中の文献の書誌

情報をカード化し主題によって分類することを目的とし

て始まったこの活動が，なぜ行き詰まり，書誌作成の補

助的手段であった分類表（UDC）の整備や他の技術的研

究へ重点が移されなければなかったのか。IIBの活動の

中心的役割を果たしたOtletおよびLa　Fontaineの真

のねらいがどのようなところにあったのか。彼らの作成

した書誌は，真に世界書誌と呼べるものになっていたの

か。彼らの活動は，当時そしてその後の図書館詮ないし

図書館・情報学にどのような影響を与えたのか。これら

は，今日すすめられている世界的規模での書誌コントロ

ール1）をさらによいものにするために解明されなければ

ならない課題である。IIBの活動は，パイオニアとして

の価値とともに，現在さらに将来の我々の行動への指針

としても，歴史的に振り返られるべき存在である。

　ここでまず先行研究の確認をしておこうと思う。歴史

にとって，先行研究の蓄積とその批判は欠くことのでき

ない要素であるからである。この活動は，UDCそして

ドキュメンテーションの創始としてしばしば言及され，

記憶に留められているけれども，詳細な研究，特に書誌

活動についての研究はあまりなされていないというのが

現状である。今2）が指摘するように，Otletについての

研究書が近年刊行され，初めて詳細なことがわかるよう

になった。3）この著作はOtletの書簡や手稿，　IIBの機

関誌のような一次資料を駆使して書かれた労作であり，

IIBの活動についても詳しく叙述されている。これとと

もに，IIB－FIDの歴史一般について述べた比較的

新しい文献には，他のいくつかの書誌活動と比較した

Ditmas，4）Murra，5）La　FontaineとOtletの簡単な

伝記であるLorph6vre，6）IFLAの活動と比較した

Scott，7）Otletの思想について詳しく論じ，たRayward，8）

適切な歴史記述と評価がみられるArntzg）などがある。

これらは，多かれ少なかれ一次資料に依存するかあるい

はIIBの活動に近いところにいた人によって書かれたも

のである。しかし，ぼう大な活動のなかで顕著に表われ

た部分をつないだ記述か，活動の一部を詳細に検討した
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もので，広さと深さをもった研究は初めに挙げたものだ

けである。10）

　日本人による研究に至ってはさらに少なく，一次的資

料によって書かれたものはまったくないと思われる。そ

の理由のひとつは，IIBの機関誌であったllB　Bulletin

が日本の図書館に所蔵されていないことにあると推測さ

れる。11）従って，IIBについて解説を加えている数少な

い日本語文献（小倉，12）前嶋，13）今，14）藤野15））にはそ

れぞれ典拠となる研究論文が存在すると思われる。

　以下の記述は，これまで挙げた先行研究を土台にし

て，入手できたIIBの出版物および，　IIBと密接な結び

つきがあったりそこを訪問したりした英米の図書館員の

残した記録に基づいて構成したものである。歴史記述

は，IIBの設立直前から第一次大戦勃発までの期間に限

定することにした。これは，紙数の都合とこの時期に創

立者の理念と実践が顕著に表われたという事情の2つの

理由によるものである。そのため先程の課題すべてに答

えきれないが，最後の章で残された課題の検討の方向性

を簡単に述べておいた。

II．　IIBの書誌活動

　A．前　　史

　La　Fontaine　（Henri　1854－1943）　と　Otlet　（Pau1

1868－1944）の出会いおよび彼らの書誌への関心の芽生

えは，両者が著名な法律家E．Picardのもとで法典集

Pandectes　belgesの編さんをしていた1880年代に始ま

った。彼らはいずれも法律家であり，：La　Fontaineは国

際平和に，Otletは社会科学一般に関心をもつ社会科学

者でもあった。年長であったLa　Fontaineは，書誌へ

の関心を実行に移すのもOtletより早かった。彼は，

1889年ベルギーのアルパイン・クラブに対して山岳探検

の世界書誌作成の提言を行っている。1890年に彼は，で

きてまもないブリュッセルの社会政治研究学会（Soci6t6

d’Etudes　Sociales　et　Politiques）に書誌作成の部門

を設け，社会科学文献のカードによる索引づくりを始め

た。この部門がIIBの前身であり，ここでっくられたカ

ードが，後のRBUの第一歩ということができる。翌

1891年，ブリュッセル弁護士会（Barreau　de　Bruxelles）

にPicardを中心として書誌作成の部門がつくられ，法

律雑誌の記事索引16）が刊行され始めた。

　この段階でOtletは書誌作成の仕事に深く関与してい

た。特に法律記事索引はPicardの指導のもとで，　Otlet

が実際の編さんの中心となっていた。彼は，法律家とし

て早くから身を立ててはいたが，法律の仕事にはあきた

りないものを感じ，若い頃に学んだComteの実証的社

会学を現実の場に生かす方法について模索していた。そ

うした背景とLa　Fontaineとの親交から生じた書誌へ

の関心が結びついて生まれたのが，後のIIBの指導方針

を確立したともいえる論文であった。17）これは若い弁護

士が集ってつくっているフォーラムの機関誌に掲載され

たものである。彼はここで，社会科学に自然科学のもつ

実証的性格を付与する方法として，書誌の整備が有効な

ことを説いた。彼は，社会科学が“秩序も方法もほとん

どなしに集められた文献をもとにした個人的意見の集合

でしかない”18）とし，これを解消するためには，社会科

学文献の科学的分類とその目録の刊行（著者名と主題に

よる組織化）によって，新しい知識がひとつひとつ単位

として切り離され，カーードに記録されるようになること

が望ましい。こうして，自然科学のように，観察の結果

や意見が重複なく蓄積され，統合，法則定立へ進むこと

ができる，というように考えた。

　ここに表われたOtletの考え方は，　IIBの成立から

RBUの作成理念の基本として，常にみられたものであ

る。文献の書誌情報をカード化し，それを主題によって

再配列することによって，知られていることがら一知

面一のカタログがつくられ，それによって新しい研究

の指針を得ることができるという発想は，ここでは社会

科学文献に対して適用しているわけだが，その後，あら

ゆる領域へ拡張される概念となったのである。彼はこの

論文のなかで，これを完成させるためには特に，学者・

研究者や学会の協力の必要性と社会科学の非常に組織的

な分類表の重要性を説いているが，それらはすぐに実

行・研究され始めるのである。

　すなわち，Otletの論文をきっかけとして1893年に社

会科学と法律の2つのグループは接近し，それぞれの書

誌作成のために蓄積していたカードのコレクション（4

万点）を一緒にし，Othce　International　de　Biblio－

graphie　Sociologique（OIBS）を設立した。この機関

は1895年に改称され，Othce　International　de　Biblio－

graphie（OIB）となるわけである。　La　Fontaineと

Otletは，この機関を足がかりに国際的な社会科学文献

の収集と書誌情報の提供を行おうとした。先の法律記事

索引に加え，1894年には社会科学の索引誌を刊行しはじ

めた。そのためのカードによる1点毎の記入の蓄積が進

められ，1895年度でに40万点のカード書誌がつくられて

いた。2つの分野の書誌は，BibliograPhie　des　sciences
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sociales（後にはBibliograPhia　sociologicaに改称）の

タイトルに統一され，社会・経済部門と法律部門をあわ

せもつ定期刊行の書誌として継続されることになる。こ

れが，1895年のIIB設立以前のLa　Fontaineおよび

Otletらの書誌活動の概略である。

　この段階までの彼らの関心は，ほとんど法律や社会科

学の分野に集中していた。1895年までに集められた40万

枚のカードは，“特に法律，統計，経済，哲学，文学と

いった科学の主要分野”19）に限られていた。これがすべ

ての主題分野へ関心がひろがるのは，彼らがM．Dewey

の十進分類法に注目してからである。彼らは図書分類法

への強い関心を示してはいたが，DCに着目したのは偶

然の要素によるところが大きかった。Raywardの研究

によれば，旅行中のOtletが耳にしたDCの評判をき

っかけとして，彼らはこれを取り寄せ，それが，彼らが

構想として抱くようになっていた世界書誌の分類として

ふさわしいことを発見したのである。20）Deweyの分類

表（以下CDとする21））とRBUの関係についてはあ

とで述べるが，この分類表の出現によって彼らの“地平

が無限に拡大され”，“すべての主題を包括する世界書誌

の目録を作成することができるという希望をもつ”22）よ

うになったのである。

　B．IIBの成立

　FIDは公式には，1895年をその成立の年としている

が，これまでみてきたように実際の活動はそれより4～

5年前から始まっていたと考えることができる。しか

し，1895年はこの一連の活動にとって，あらゆる意味で

出発になった年であった。それは第1に，それまでLa

Fontaine，　Otlet，そしてLa　Fontaineの妹L60nieの

3人が実質的に作成していたといえる書誌カードに関す

る問題がベルギー政府の管轄下におかれるようになった

ことであり，第2に，書誌づくりの理論的基盤の研究を

するための機関IIBが結成されたことである。この年

の9月2日から5日にかけて，ブリュッセルで第1回の

国際書誌会議が開催された。これは，La　Fontaineお

よびOtletが中心となって，社会科学の狭い領域で行

っていた書誌作成事業を，より広範に国際的規模で，多

くの図書館員や研究者の’協力のもとに再組織化しようと

いう，彼らの宣言の場であった。

　CDを入手し，仏語への翻訳作業等の研究をはじめて

半年にも満たないこの時期に，彼らが急いで国際会議を

開催したのには理由があった。英国のRoyal　Society

は過去30年以上にもわたってCatalogue　Of　scientiL17c

PaPersという書誌を刊行していたが，1894年にこれに

代わる書誌を新たにつくることをきめた。そして1896年

にこの問題について議論するための国際会議が予定され

ていた。La　Fontaineらは，ひとつにこの会議との競

合を避けること，また，この会議が各国の公式の代表を

集めるのに対し，彼らの構想においては，こうした問題

に関心をもつ人が個人の立場で参加し，発言することに

よって，Royal　Societyの会議との相乗効果をもたらす

意図をもっていたのである。23）このように急遽，開催さ

れたために，彼らの意図はベルギー以外の国には十分に

伝わらず，他国の図書館員には“それについて聞いたこ

ともないとか，後で聞いたため参加できなかったといっ

た人が多く，この会議は，‘国際的’とはいえない”24）な

どと評された。

　とはいえ，この会議では重要な決議がいくつもなされ

た。特に注目すべきものを挙げると，

　1．実際的・国際的な観点からして，CDが満足すべ

　　き効果をあげている。

　皿．あらゆる国で共通のものを追求するためにその全

　　面的な採用を勧告する。

　皿．各国政府に対し，書誌作成の国際的オフィスの創

　　設をめざし，世界書誌の連合体をつくることを期待

　　する。この希望をベルギー政府に伝えることを事務

　　局に委任する。

　］V．IIBの創設を決定。

　V．組織的な分類は完全で正確な全国書誌の存在を前

　　提とするので，各国政府に対し，法定納本に関する

　　法制度の重要性を示す。

　VI．各国政府が全国書誌に関わる際には，　CDの採用

　　を主張すること。

　W．個々の書誌類（特に商業出版社の販売書誌）がCD

　　を採用すること。25）

　ここでは，皿と］Vについて解説しておかなければなら

ない。一般に，FIDの前身はIIBであり，この機関が

世界書誌の編さんに携わっていたと考えられているが，

それは必ずしも正確ではない。前述のように，第1回国

際書誌会議以前に書誌編さんを行っていたのはOIBSで

あった。OIBSはこの会議iの直前にOIBと改称され，社

会科学関係の書誌情報のカード化，索引誌の発行などの

仕事をしていたのである。けれども，これが真に国際的

にまたあらゆる領域での仕事をするためには，財政的裏

づけとなんらかの権威づけが必要であった。そしてそれ
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はベルギ■一d…b政府による財政援助となかぽ公的な性格の付

与によって可能となった。すでにこの会議自体が政府の

後援を受けたものであったが，26）決議の皿にみられる事

務局（bureau）とは実質的にOIBのことであり，ベル

ギー政府への継続的財政援助の要請をここに読みとるこ

とができる。

　同年9月14日27）に国王L60pold　IIの勅令が下され，

OIBは正式にベルギー政府（内務公教育省）の管轄下に

はいり，サポートを受けることが決定した。その使命

は，世界書誌の確立と出版，それによるサービス，書誌

に関するすべての問題についての研究といったことであ

った。その構成は，国王の任命による5人の正会員と不

定数の準会員よりなっていた。Otletは正会員の1人に

選ばれたが，La　Fontaineは社会党所属の議員という

ことで外され，書誌関係の活動の重点をIIBの方に移

すことになる。28）OIBの活動は，　Otletの他，　Charles

Suryを事務局長に，20～30人の常勤のスタヅフと20人

程のボランティアが支えていた。

　他方，IIBは，この会議によって（決議N）新たに設

立された機関である。OIBが書誌編さんの現業部門に

属するのに対し，IIBはそれを側面から理論面について

補強し，国際的事業にまでバックアップすることを主眼

としていた。IIB結成の規約（1895年）の第1条は，　IIB

が“もっぱら科学的機関”であり，その目的として第一

項に“人間精神の生産物［文献］の目録化，分類，記載

の振興に寄与する”とあり，第二項では“この分類法

［CD］の科学的特性をさらに伸ばし，より国際的で完全な

ものにすることによって書誌における統合をはかる”29）

として，特にDewey分i類表の整備に努めることを明記

している。事実，IIBの仕事の中心は，各主題の専門家

と協力してCDを展開し，ぼう大な数のカード（RBU）

を整理するための基礎をつくることであった。IIBはま

ったく個人が単位となって参加する学会であり，その研

究の成果たる出版物の刊行30）や国際会議の開催なども行

っていた。

　このように形式的にはOIBとIIBは別箇の機関であ

ったが，実質的には両者は一体となって活動していたと

いえる。IIBは，最初の会長にこの活動のパトロン的存

在であったBaron　Descampsをおいていたが，　Otlet

が事務局長，La　Fontaineが財務担当であり，この両

名のリーダーシップのもとに活動がすすめられた。書誌

作成とその理論的基盤たるCDの整備は実際上切り離す

ことのできないものである。従って，IIBの機関誌であ

ったBzalletinには，両方の機関の活動が紹介されてお

り，ある仕事がOIBのものかIIBのものかを区別する

ような記述はあまりみられない。むしろ，中心となって

活動していた人々にとって，そのような区別はほとんど

意識されず，OIBがIIBの下位部門と考えられていた

ようである。特に20世紀になってから，OIBの名称はあ

まり使われなくなっている。31）そこで，本稿も，OIBと

IIBを一体の機関とみなしてそれに“IIB！！の名称をあ

て，特に区別する必要のあるときにのみ“OIB”の名称

を用いることにする。

　C．　RBU　（R6pertoire　Bibliographique　（Jniversel）

　RBUは，　La　Fontaine，　Otletが1890年以来印刷刊行

の書誌の原稿として蓄積したカードがもとになっている

ことはすでに述べた。IIBの書誌活動の中心にあたるも

のがこのRBUであるが，その中味が何であるのか，

なぜカードで作られ印刷されなかったのかなどの点は知

られていないと思われる。広i義の書誌コントロールの概

念においては，文献に関する情報（書誌情報）を何らか

の手がかり（例えば著者名，書名，主題語，分類番号）

の既知の順序（ことぽのアルファベット順，十進法等の

数字の配列順）によって並べたものが書誌である。この

原則に従えば，図書館の蔵書目録も，雑誌論文の索引も，

対象とする文献群がはじめから限定されている点で特殊

であるが，書誌の一種ということができる。RBUは後

述の様々な点で特異ではあっても，基本的にこの原則か

ら外れてはいない。

　第1回の国際書誌会議にLa　FontaineとOtletが提

出したペーパe一・一・・には，RBUが次の事項を満足しなけれ

ばならないとして，8点挙げられている。

　1．完弱なものであること。過去・現在の書誌情報を

　　すべて把握する。また将来の流れも把握できるこ

　　と。図書や小冊子だけではなく，雑誌論文や学会の

　　記録，会議の議事録も含める。

　2．著者馬蝉と体系順の構成をとる。特に関連主題を

　　グループ化して，主題が分散するのを避ける。

　3．RBUは複数部数へ分散させる。個人の所有物で

　　はその価値は低く，十分に利用されない。

　4．訂正および削除が容易なものであること。内容に

　　おいても，採用する分類においても，常に正確性が

　　もとめられる。

　5．既存の書誌のほとんどのものを利用する。これに

　　より，迅速に，必要としている人に使ってもらえる。
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　6．RBUは所蔵館の目録と結びつくこと。図書館の

　　蔵書があらゆる研究者に開かれ，利用されるよう

　　に。

　7．RBUは知的生産物の統計の基礎となる。

　8．RBUは知的作品の法的保護を著者に保障するこ

　　とができる。32）

　これらの点がどのように実現されたかを具体的に検討

してみよう。

　最初に，RBUの完壁さについてはどうであろうか。

この概念は，他のところで普遍性（universe1，　univer－

salit6）と表現されているものである。例えば，1902年

には，RBUが単一の図書館の蔵書を示すのではなく，

それがどこに所蔵されていようと存在するすべての作品

についての情報を与え，“時間的にも，空間的にも，言

語についても，内容についても，まったく普遍的（uni・

versel）であると考えられる”と述べられている。33）そ

れ自体ほとんどコレクションをもっていないIIB34）は，

この普遍性を追求する手段として，時間的，空間的，そ

して言語上のギャップを埋めるために，世界各国の大図

書館の：蔵書目録を積極的に取り込んでいった。初めに

RBUに組み込まれた蔵書目録は，　British　Museumの

ものであり（1899），次いでBibliothさque　Nationale

（1901より），LCの印刷カード目録（1902年にOtletと

Putnumの間に交換協定が取り交される），　K6nigliche

Bibliothek　in　Berlin，　John　Crerar　Libraryなどの目

録あるいは新着図書リストがRBUを構成していった。

　この事実は，6の所蔵情報とも密接に関係する。複数

図書館の蔵書目録を結合することは，総合目録を作成す

ることを意味する。そのためRBUはそれ自体総合目

録の機能をも果たすことになるわけである。けれども

RBUとは，別に，　Catalogue　Collectif　des　Biblioth6ques

de　Belgiqueと呼ばれるベルギー国内の図書館の総合目

録（R6P．　ON，　R6P．　ONR）がIIBにおいて作成されて

いた。Pafford35）によれば，ベルギー国内で初めての全

国総合目録であり，IIBのオフィスが1895年から1904年

まで王立図書館におかれていた間に作成がすすめられた

が，その後は継続されなかった。RBUと同様に，冊子体

の蔵書目録を1点1点切り離し，カードにはって，アルフ

ァベヅト順に配列しただけのものであったので，目録コ

ードの相違や印刷目録を出していない図書館の存在のた

め，この目録は不正確で断片的なものでしかなかった。

　RBUを構成するものは，大図書館の蔵書目録以外に

各種の書誌類があったが，それらはいずれも受け入れら

れた後，すぐにカード化された。RBUへの要請事項の

4番目にある，訂正・削除の容易さがカードという形式

をとらせた最大の要因であった。カードは当時，アメリ

カで普通に使用されていた3×5インチの標準力t一・ドが

採用された。これは後にIIBのひとつのセクションに

なるConcilium　BibliographicumのリーダーH．　H．

Fieldの提案になるものであった。36）彼はハ・一・1〈　．・ド出

身の若い動物学者で1892年から95年にかけて動物学関係

の書誌作成の構想を発展させ，1896年にチューリヒに

Conciliumの事務局を開き，カード形式の書誌を発行

しはじめたのである。37）RBUの重要な構成要素となり

うるこの書誌が採用している標準カードへの統一の提案

は，IIBにもすぐに受けいれられた。

　カ・・一・・ドの便利さは，単にさしかえの容易さだけにあっ

たのではない。5番目の要請事項にある既存の書誌の利

用を可能にする唯一の手段とも考えられた。すなわち，

冊子体の書誌の記入ひとつひとつを合わせて，単一の系

列に並べ直すには，それぞれを切り離してカード化する

ことが必要だったのである。ここでBibliograPhia　Uni－

versαlis（BU）について説明しておかなければならな

い。これは，IIBと特別に契約を結んで長期にわたって

RBUの情報源となる一連の書誌の総称である。ところ

がこのことばには，IIBから刊行される書誌という意味

も含まれていた。IIBの公式の説明は次のようなもので

ある。

　　IIBのRBUのための，印刷された情報源のコレ

　クショソであり，別々に専：門家によって編さんされ，

　統一されたプランと共通の方法に従って，一国のある

　いは国際的な様々な協会や機関の’協力によって刊行さ

　れる一連の書誌によって形成される。いくつかの情報

　源は直接カードに印刷され，また他のものは独立した

　冊子体ないし雑誌の付録として印刷されるが，切り貼

　りによってカーードをつくれるような方式をとってい

　る。BUは読者に対し，　IIBの手稿目録に頼る必要な

　く様々な科学の書誌作成の動きに遅れないでついてい

　く手段を与える。38）

　このようにBσは，基本的にはRBUの情報源であ

りながら，同時に，IIBにおいて1部しか作成されない

RBUの限界を印刷・配布によって補おうという意図の

もとにあった。

　BUを構成するものはくcontribution＞として一連の

番号が与えられていた。その第1号はLa　Fontaine，

Otletらが当初から手がけていたBibliograPhia　socio・
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第1表　Bibliographia　Universalis（1905年5月1日現在）

番号

2

3

4

6

8

13

15

16

17

20

30

31

38

39

40

41

書 誌 名

Bibliographia　zoologica．

Bibliographia　philosophica．

Bibliographia　physiologica．

Bibliographia　anatomica．

Bibliographie　des　chemins
　de　fer．
ド

Edition　frangaise　et　anglaise．

Bibliographie　d’Eure－et－Loir．

Bibliographie　de　Belgique．

Bibliographia　geologica．

Bibliographia　juridica　Por－
　tugalensis．

Bibliographie　de　1’61ectro－

　biologie．

Bibliographia　medica．

Bibliographia　bibliographica．

Bibliographie　de　la　paix．

Bibliographia　economica．

Bibliographia　agronomica．

Bibliographia　technica．

CD

59

1

612

611

385　十　625

44．　51

493

55

34　（469）

537．531

61

016

172．4

33

63

6

　　　　　つ

刊行形態

Aba
Abb
Cb

Abb
Bba

Abb
Cb

Aba
Abb
Cb

Abb
Bbb

Aba
Cb

Aba

Abb

Abb
Cb

Abb
Bbb

Aba

Abb
Bba
Cb

Abb
Cb

Abb
Bbb

Abb
Cb

Aba

刊 行 年

1896－1903
　　　1d．

　　　Id．

　　1895－1904．08
（fascicules　1　h　39）．

1893－1896
（tome　1）．

1897－1904

1897－1903

1898－1901
　　　1d．

　　　1851－1904．06
（tomes　1　h　IX　et　fasc．

1h6　du　tome　X）．

　　　1898－1904
（tomes　1　h　XV）．

1898－1902
　　　1d．

　1890．03　h

1905．　janv．

　　1900－1902
（tomes　1　b　III）．

　　1898－1902
（tomes　1　h　IV）．

　　1904
（tome　1）．

　　　1902－1904．02
（tomes　1　et　III　et

fasc．　1－3　du　tome　III）．

　　　1903－1904
（fascicules　1　h　8）．

　　　1903．04　h

　　　　1905．01
（fascicules　1　h　22）

記入総点数

117，242

16，363

9，007

12，139

21，732

720

102，554

44，128

1，106

2，495

108，000

2，960

2，222

9iO20

4，932

31，412

　　の
編者

C

C

C

C

C

P

C

C

P

C

P

C

P

C

P

C

出版者3）

出版地

CB

Louvain

CB

CB

Bruxelles

Chartres

Bruxelles

Bruxelles

Lisbonne

Paris

Paris

IIB

IIB

IIB

IIB

IIB

出典は，注39＞を参照

　1）　Aba　　定期的刊行の独立書誌

　　　　　Abb　　　　　　〃　　　　，片面印刷

　　　　　Bba　　定期的刊行物の付録

　　　　　Bbb　　　　　　〃　　　　，片面印刷

　　　　　Cb　　　カード形態

　2）　C　　　団体による編集

　　　　　P　　　個人による編集

　3）　CB　Concilium　Bibliographicum
　　　　　IIB　lnstitut　lnternational　de　Bibliographie

　　　　　上記以外は出版地
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1ogicaであり，第2号はConcilium　Bibliographicum

が1896年にはほとんど完成していた・82醗09πψ痂αgo－

ologicaであった。書誌のタイトルをラテン語の命名法

にほぼ統一しているのがひとつの特徴である。1905年ま

でにこうしたくcontributions＞は41をi数え，それらが

提供したカe一・・一・ドは50万点以上になっている。第1表39）は

1905年段階でBUを構成している書誌類のリストとそ

の収録点数の詳細を示している。このリストには16の書

誌しか掲載されていないが，この収録から外れたものは

収録点数が数百点と少ないとか1回しか刊行されなかっ

た定期刊行物などである。40）カt・・・…ドで入手できるものが

8種類14万点にのぼることがわかる。これら8点の書誌

のうち，3点はIIB，3点はConcilium　Bibliographi－

cumが出版元である。また，組み込みやすいように，片

面だけ印刷し裏は白紙というのもかなりの数にのぼる。

　リストのなかでくcontribution　n。15＞にあたるBib－

liograPlzie　6θBelgiqueは，ベルギーの全国書誌にあた

るもので，IIBの緊密な協力のもとに編さんされてい

た。第1回国際会議の決議（V，VI）にみられたように，

RBUの実現にとって全国書誌の整備とそれへのCDの

採用は基本的なものであるとの認識がIIBの方針の基

調にあった。ベルギーの全国書誌編さんへの協力はその

具体的なあらわれである。この書誌は1875年から刊行さ

れていたが，IIBの成立とともに，全3部のうちの前2

部（図書と雑誌のアルファベット順）についてはそれを

受けいれカード化してCDを付し，　RBUに繰り込み，

第3部（雑誌論文のCDによる分類）に対しては全面的

な編さんの協力を行った。41）この協力関係は第1大戦直

前まで続いた。BibliograPhie　de　Belgiqueは1906年か

らカード形式の図書目録（冊子体の第1部に相当）が刊

行され，1901年から始まっていたしCのカード目録につ

づくサービスとなった。

　Bσを構成するもののなかには，個人編さんの書誌や

イタリアのベストセラーの目録，雑誌の目次サービス，

英国やベルギーの公共図書館の蔵書目録など多種多様な

ものが含まれていた。42）なかでも，個人編さんの書誌の

なかにはIIB刊行のものがかなり存在する。例えば，

La　FontaineのBibliograPZzie　de　la　paixやOttavi

およびMarescalchiのBibliographica　agronom．ica

universalisなどである。これに，　IIB編さん・刊行の

もの（例えばBibliog’raPhia　bibliograPhica　universalis）

を加えて考えると，BσがRBUの情報源のみならず，

RBUが広く利用されるための手段となるという意味づ

けも理解しやすくなる。RBU本体はプロト・タイプで

あり，その複製物（印刷書誌）が広く行きわたることに

よって初めてその価値が生じてくる。43）IIB刊行の書誌

は言うに及ばず，それ以外のBUに含まれる書誌もす

べてRBUを構成すると同時に印刷形態で利用するこ

とができる。IIBがそのような外部で作られていた書誌

をもRBUからの生産物とみていた節があるのも，　RBU

を広い範囲で利用するために・8σが不可欠であったこと

を示している。

　．BUは，1912年までに103の〈contributions＞による

約130万件の書誌情報をRBUに提供していた。44）BM

等の図書館の蔵書目録とこのBUが情報源の主なもので

あったが，どちらにも属さない書誌類は他にも数多くあ

った。各国のカレントな全国書誌，例えばBibliograPhie

de　la　i’，’rance，　Bookseller，　IVederlandsh　Bibliographie

など，また様々な機関が作成している専門的な書誌，例

えばRoya1　SocietyのCatαlogue　of　scientific　paf）θγs

やそれを引き継いだlnternational　catalogue　of　scien．

’哲oliteratureなどである。これら情報源の数は，1912

年までに2000件に達していた。45）OIBの作成作業におい

て，少数の例外的にカードのかたちで提供されすでに

CDの記号が付されているものは，そのまま繰り込むこ

とができた。しかし，大部分の情報源は冊子体であっ

て，主題作業がなされていないものも多かった。記入の

ひとつひとつを切り離し，カe一・一・ドにはりつけ，CDをつ

けるというのが最も基本的な作業であった。

　RBUは著者名順カードと分類順カードを2本の柱と

して，他に，いくつかのそれらを補うカード群およびカ

ード作成のコントロールやIIBの活動をすすめたりする

ためのカr一・一・ド群がら構成されていた（第2表）。46）表の

右に挙げられているカード枚数からわかるように，すべ

ての書誌単位について著者名順のカードと分類順のカー

ドが必ずつくられているわけではなかった。著者名や書

名だけの書誌情報から主題の分類作業を行うことは難し

いのである。Raywardは，　IIB結成後まもない1896年

にRoya1　SocietyのCatalogue　of　scientific　papers

をRBUに繰り込む作業があったことについて書いてい

る。47）4人の女性が8月25日から28日の4日間で，1日

に2000枚のカードを作成しなけれぽならなかった。この

エピソードは，RBUの作成が慎重なつき合わせの結果，

ひとつひとっていねいに行われたのではないことを示し

ている。と同時に，40万点の社会科学のカード書誌から

始まったRBUが10年間で15倍の600万点にまでふくれ

一　28　一一



Library　and　lnformation　Science　No．　19　1981

第2表　RBUの構成（1905年現在）

種　　類

著者名順

分類順

その他

名 称

R6p．　N

R6p．　NR

R6p．　NT

R6p．　A

R6p．　B

R6p．　AG

R6p．　AC

R6p．　TE

R6p．　NRT

R6p．　1

R6p．　ON

R6p．　ONR

内 容

図書・雑誌論文を問わない著者名順の目録

定期刊行物の山名順の目録

R6P．　Nの補遺。図書・論文のタイトルないしそれを代表する語によ

る配列。特に文学作品に多い

展開された書誌分i類表に従った主題・内容による詳細かつ決定された

分類

大まかな一一時的分類で，分類表が展開されれば，R6p．　Aに移される

特定の地域（国・地方・都市）を扱うものにつきR6P．　Aから複製す

る。地域毎の配列

分類順配列による選択書誌。いまだ不十分

　これらはR6P．　N，　A，　Bのコントローtルのためのもので，　TEは図書｝

　の版元・刊行年歯，NRTは誌名・刊年端

　CDにおける用語のコントロールカード

　ベルギJ…一・国内の図書館の総合目録。ONは図書，　ONRは雑誌。参加｝

　図書館は52

収録点数
（万点）

311

　0．5

160

95

6

1

あわせて
　47

出典については，注46）を参照

あがった秘密をも示している。これはその後も増えつづ

け，第1次大戦後の1922年忌は1200万点に達した。48）

　分類順カードは，展開された分類表に従うR6P．　Aと

展開される以前の分類表に従うR6P・Bに大別される。49）

CDの展開はRBUの補助的手段ではあったが，仕事

の比重としてはそれと並ぶものであった。ここでは，

CDの展開に対するOtletとDeweyとのやりとりにつ

いて述べる余裕はないが，50）DC第5版の法律と社会学

の部門のフランス語への翻訳で始まった十進分類法の導

入が，各主題分野毎にIIB会員の専門家の協力によって

次々に展開されていったことについてその背景を簡単に

述べておきたい。

　RBUおよびCDによる知的生産物の完全な把握，組

織化，位置づけの構想の中心人物であったOtlet51）の考

えでは，RBUはすべての出版物＝知的生産物（その刊

行年代，場所，形態を問わず）の構成する〈encyclop6－

die百科事典〉の目次であり索引であった。そして詳細

に階層化され特定化された分類表において，出版物のト

ピックや主題は完全な位置づけをもつ。52）つまり，文献

のひとつひとつはそれぞれ固有の内容をもつわけである

から，分類記号も固有のものがつけられなけれぽならな

い。そのためCDにおいて，主分類表における詳細な展

開とともに補助標数や各種の記号による数字の組み合わ

せが考案されたのである。これはいわゆる書誌分類に共

通な特性であろう。53）

　展開と分類順目録の作成はおおむね，DCの翻訳→

R6P・Bへの繰り込み→部分的な展開→展開された部分

のR6P．　Aの作成，という順序ですすめられた。54）こう

して1904年から7年にかけて，最初のUDCと言うべき

Manuel　du　RgPertoire　BibliograPhique　Universelが刊

行された。1905年にはその簡略版が刊行されている。前

者は，それまで個別の分野で刊行されていた展開された

分類表やカード作成のための目録コードを合わせたもの

で，2000ページを超えるRBU作成のための手引きであ

った。書名からも，この時期のIIBのCDの整備が

RBUと一体になったものであったことをうかがいしる

ことができる。

　このようにして作成されたRBUはどのようにして利

用されたのであろうか。1万を超えるひきだしに納めら

れた数百万枚のカード目録は，ブリュッセルの王立図書

館と同じ建物のなかのIIB＝OIBの事務局におかれ，毎

日一般に公開されていた。直接に利用することのできな

い人のためには，郵便での要求に応じて，特定主題ある

いは特定の著者のカードをタイプライターで複製し郵送

するサービスも行われた。55）要求の数は，1896年に21件

であったが，翌年その3倍となり1500枚のカードがコピ
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一された。1912年までには毎年1500件のリクエストが寄

せられ，コピー枚数も1万枚を超えるようになった。56）

　RBUへの要請事項の3番目にあった複数部数へ分散

させるという課題は，部分的にはBUの印刷書誌によっ

て実現させたが，カードをそのまま世界各国へ寄託する

計画もそれを構成するものであった。IIB創設時のLa

FontaineやOtletの構想によれば，“あらゆる都市，

あらゆる知的な中心地に地域的な書誌活動のオフィスを

つくり，中央のオフィス［IIB］から印刷された書誌を受

けとる”57）ことになっていた。しかしこの計画が組織的

継続的に実践されたことはなかった。1896年にパリで

IIBの活動に関心をもつ人が集まってBureau　Bibli－

ographique　de　Parisが初めてのIIB支部として設立

された。1900年のパリの万国博覧会にIIBは200万枚の

カードを出品・展示し，その終了後，カードの一部をパ

リの支部に寄託した。けれどもこの支部の主な関心が応

用科学に片寄っていることなどもあって，IIBと同様の

カードの維持をその後，続けていくことはできなかっ

た。他にも，LCとの協定によって1903年までに7万枚

のカードがワシントンに送られたり，1904年のセントル

イスの万博やルクセンブルグ，ブルガリアにもカードが

送られた。1911年から1914年までにはリオデジャネイロ

から60万枚のカードの注文があり，35万枚が実際に国立

図書館に届けられた。しかし，こうした措置は一時的な

ものでしかなく，送付されるカードもRBUの全体では

なく，BUの最新の部分であったため，当初の目的を実

現するには程遠かったといえよう。58）

　D．IIBのその後の活動

　RBUの作成とCDの整備をすすめる基盤をつくって

いくために，IIBは国際的協力を推進していった。1897

年にはブリュッセルで第2回の，1900年にはパリで第3

回の国際書誌会議が開催された。各国の公式代表が初め

て一堂に会した第3回目の会議では，（1）全国書誌や専

門書誌，選択書誌を個別に整備することによって世界書

誌が実現される，（2）特にカード・コレクションによる

書誌を整備する，（3）各国で出版に関する基本的統計を

整備すること，（4）法定納本制を全国書誌作成の観点か

ら整備すること，などが決議されている。59）1908年には

第4回，1910年には第5回目の会議がつづけてブリュッ

セルで開かれた。このころのIIBの関心は依然として

集中的書誌作成事業にあり，国際協力の重点は，各国の

国を単位とした書誌整備の相互の調整よりも，いかにし

　てIIBに個別の書誌を統合するかというところにおかれ

　ていた。会員はヨーロヅパ各地およびアメリカ合衆国に

　ひろがり，数百人にのぼっていた。

　　IIBの活動を貫ぬく指導理念に〈documentation＞の

　ことぽが使われるようになったのは1900年代にはいって

　からのことであった。60）“書かれたあるいはグラフィヅ

　クな知識の源全体を有効に活用すること”61）を意味する

　このことばは，Donker　Duyvisが述べているように

　“図書館や文書館の職員の唯一の仕事が，文明の宝庫を

　後の世代のために保管する目的をもって，図書，手稿，

　文書を保存・保護することを意味した古い図書館や文書

　館に対する反動”62）であった。実際の活動の観点からす

　ると，〈documentation＞は第1に文献のコレクション

　そのもの，第2に書誌編さんのような作業，第3にコレ

　クショソや書誌，そしてその確i立や情報提供に携わる職

員等から構成されるサービスの3つの部分からなってい

　る。63）これまで述べたIIBの活動はコレクションの構築

　こそなされなかったものの，第2，第3の線に沿ってす

すめられてきたわけである。

　　IIBの活動が最も軌道にのっていた1900年代初頭に，

　これまでの活動をさらに拡張する新たな事業がいくつか

始められた。ひとつはくdocumentation＞の第1の要素

であるコレクションの構築である。1go6年目らBiblio－

　theque　Collective　des　lnstitutions　et　Associations

Scientifiquesが活動を始めた。これは，ブリュッセル

にある多くの学協会の協力で，それぞれに分散している

　コレクションを一箇所に集めた一一種のデポジヅト・ライ

　ブラリーであった。RBUが書誌の寄せ集めであるよう

に，この図書館も寄託される文献の所有権は各機関にあ

　り，独自の自律した活動はできにくい存在でしかない。

けれども，参加する機関はいずれも国際的な性格をもっ

ており，いずれは20世紀の代表的なコレクションを獲得

　して，RBUに対応できるものをめざしていた。64）

　〈documentation＞が扱う文献は，　RBUが対象とし

ていた図書や雑誌論文に限られていたわけではない。

1905年からR6pertoire　Iconographique　Universe1

（R6p．　PH）が始められた。これは視覚に直接訴える写

真，絵入り文献のコレクションである。21．5×27．5cm

の市販の紙か9×14cmのはがき大の大きさにカe一・一・ド化

され，RBUと同様にCDで分類され，大型のひきだし

に納められた。主に美術，民族誌や旅行，歴史・伝記，

自然科学，工業・商業の分野で作成され，イメージによ

る百科事典をつくりだすことを目的としていた。コレク
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ションの1点1点についてカード目録もつくられた。こ

れが作成される時点でコレクションのストヅクが10万点

あり，うち1万2千点が分類整理され，目録カードが2

万4千枚つくられた。65）

　もうひとつの新たなコレクションは，R6pertoire

Universel　de　Documentation（R6P．　PD）と呼ばれる

ものであった。その名称のとおり，あらゆる形態のあら

ゆる主題の文献をそのままコレクションにして分類した

ものである。これはカタログラフィ（文献リスト，目

録），百科事典（要綱，抄録，編さん物），文書館（1枚

物の印刷物，手稿，雑誌から抜き出された論文）の機能

を兼ねることを意図していた。66）実際には，IIBにあて

られた手紙，各種の報告書，新聞切り抜き，写真，パン

フレットなど，IIBが所有していた薄手の資料を，21・5

×27．5cmの書類ばさみにいれ，　CDによって分類した

巨大なバーチカルファイルであった。これらのコレクシ

ョンは，他の様々な補助的コレクション・目録67）ととも

に，IIBの書誌活動を構成し，〈documentation＞の理

念を実現するものであった。

　1895年から1914年の第1次大戦前までが，OtletとLa

Fontaineのリーダーシヅプによって，　IIBにとって最

も実りの多い最も活発な活動のできた時期であった。68）

戦争が始まり，ブリュッセルにドイツ軍が侵入してから

は，書誌活動はほとんど停止した。1914年から1924年ま

ではIIBに会長もおかれていなかった。その後，1920年

代は財政難の時代で，実際的活動はCDの改訂作業程度

しか行われなかった。財政建て直しのため，ALAや国

際連盟，国際知的協力委員会などが援助に動きだそうと

したのもこの時期である。オランダのDonker　Duyvis

の提案によって個人会員制から各国の機関を中心とする

連盟制に切りかわり，1931年からはInstitut　Interna－

tional　de　Documentation（IID），　1938年からF6d6ration

International　de　Documentation（FID）と名称が変わ

っていくにつれ，書誌作成からその周辺に横たわる様々

な技術的問題に目を向けると同時に，集中的な書誌編さ

ん事業から各国毎の活動が第1のものとして重視され，

この組織はその調整・勧告・研究開発へと重点を移して

いくのである。69）FIDは成立と同時に事務局をバー・グに

移したが，ブリュヅセルの元IIB事務局にはそのぼう

大な数のカードが今でも残されている。70）

III．　IIBの活動に対する評価

これまで多くの人々が第1次大戦前のIIBの活動に

ついて評価を加えている。例えばOtlet，　La　Fontaine

以降のドキュメンテーションに．大きな貢献をしたBrad・

fordは次のように述べている。

　　……それ［IIBの書誌活動］は実際，＝…一トピア的

　であった。いまだ広範な主題索引の緊急の必要性を感

　’じ始めていなかった一般の人々の理解を超えたもので

　あった。当時，単一の図書館に世界の印刷物の巨大な

　生産物を集中させることは，実際的でもなかった。そ

　うした大がかりなプロジェクトに対するサポートは得

　られず，そのために通常，その活動ははっきりとした

　需要が論理的に生じる科学技術の分野に限定されてい

　た。71）

　最後の部分は，徐々に活動領域が科学技術に傾斜して

いく理由の一端を示唆しているが，初期のIIBの活動

には必ずしもあてはまらない。少くとも構想の上ではす

べての分野が彼らの活動の場であったはずである。

　Bradfordが指摘するように，とりわけRBUにおけ

るユートピア的性格，非実際的性格は様々なところに読

みとることができる。図書館の蔵書目録，各種の書誌な

どの2次的情報源に，切り貼り，分類作業，ファイリン

グといった加工を行う手続きには大きな限界があった。

ひとつの記入に複数のコピー一が必要な場合には，複数部

の書誌を用意するか，その部数のダイビングをしなけれ

ばならない。そのため，2種類のアプローチをひとつの

記入について行うのは，Bσに限定されることが多かっ

た。RBUの3次情報源的性格の問題点は，その全体が

2次情報源の特性に大きく依存せざるをえないところに

ある。完壁性，普遍性をいくら叫んだところで，主題に

よって，言語によって，地域によって，2次情報源自体

がつくられていないのでは，実現されえない。Bradford

に前述のような科学技術偏重の印象を抱かせたのも，分

類順目録の多くがBUから作成されるものであり，　BU

のくcontribution＞のアクティブなメンバー・の多くが科

学技術の分野に属するものであったという事実のためで

あったと思われる。

　様々な2次情報源のなかには，その価値に信頼がおけ

ないものも含まれていた。また，別々の機関で採用され

ている目録コードの不統一は，RBU全体をさらに信頼

性の薄いものにした。IIBは設立当初から分類法の整備

には熱心であったが，目録規則の国際的統一にはそれ程

の関心を払っていなかった。1898年にIIB支部であった

Bureau　Bibliographique　de　Parisによってつくられた

書誌記入のコードは，IIBによってさらに検討を加えら

一一@31　一一



IIBの世界書誌編さん活動1895－1914

れて同じ年に刊行された。同じものはCDの刊行と一緒

に印刷されている。72）BUにおいてはIIBが集中的な

書誌作成を行うことになっていたのだが，IIB刊行の書

誌を除けば，実際には緩い’協定のもとでそのコントロー

ル外におかれていた。目録規則の国際的統一化は，1908

年のAACR成立で始まったといえるが，　IIBもまった

く無関心であったわけではない。同じ1908年の第4回国

際書誌会議で，AACR成立の立役者のひとりである

ALA目録規則委員会の議長Hansonは，　AACR作成

の経緯とこれが将来プロシア目録規則との合意をめざす

ものであることを述べている。73）1908年から1910年にか

けて，この問題についての研究がIIBですすめられ，

1910年の第5回の国際会議に目録コードの草稿が提出さ

れた。このように，目録ないし書誌記述の統一が世界書

誌作成の重要なポイントであることが意識されていなか

ったわけではないが，これが実際に推進されていくのは

第2次大戦後であった。RBUが最初から，既に存在す

る書誌を繰り込むことを前提として始まったために，目

録規則の問題について立ち遅れたのだろうと思われる。

同時にこのことは，IIBのとった方法が図書館員の普通

の発想とはずれがあることをも示している。

　1921年のLAの第45回年次総会でSayersは，彼を中

心とする英国の図書館員グループのIIB訪問の結果に

ついて発表を行った。その席上，IIBの活動に好意的な

Sayefsに対して，訪問団に加わっていたJastはOtlet

らの考え方が“それ自身を跳び越してしまう程のはやり

たつ野心”であり，その国際性追求には疑問があるが，

それはブリュッセルが世界の非中心的都市であるためで

あると述べ，またHulmeは2次的情報源から編さんし

たRBUには多くの誤りが含まれているのではないかと

指摘している。74）後者の意見に対するSayersの反論は，

RBUは書誌編さんや目録作成に携わる人のためにある

のではなく，研究者に直接に情報を提供するためのもの

だからそれで十分野のだというものだった。75）このやり

とりは，RBUがそもそも何のために作られまたその目

的を果していたのかを考えるうえで興味深い。

　IIBの仕事は，保管に重点をおく保守的な特にヨーロ

ッパ大陸の図書館に対するアンチテーゼとして評価され

るべきである。図書館が書誌情報の利用者への提供とい

う最も基本的な活動を十分に行っていなかった創設当初

の状況に照らしてみるとき，RBUのカーードの意味が理

解される。それらは，正確で完全な書誌情報を図書館や

書誌作成者に提供すべく計画されたものではなかった。

むしろそうした保守的図書館や細々と個別に組織化され

ている書誌情報と利用者を結びつけようという意図があ

ったのである。従って，目録規則の不統一とかカーード

目録の使用から生ずる限界を，現代の図書館協力や書誌

コントロールの観点から論じても得るところは少ない

であろう。Schneiderが述べるように，76）IIBは“近代

アメリカの書誌のアイディアと古いヨーロッパの懸橋

となった”と考えるのも妥当な見方と思われる。標準カ

ードの使用やDCの導入・展開がその典型的な事例であ

る。77）

　他方，IIB活動の徴視的にみた場合の目標であった利

用者への書誌情報の直接の提供が，満足できるものであ

ったとはRBUの利用数からしても主張できない。　Jast

が述べたように，そうしたサ■・一・…ビスをブリュヅセルのよ

うな単独の都市でのみ行うことは，当時の国際社会を欧

米に限定してもできなかったのである。それは，IIBの

創設理念の中心が書誌情報の集中化にあったところがら

生じる当然の帰結であった。問題は，ブリュヅセルが非

中心的都市であるところにあるのではなく，ひとつの機

関がすべてのことを行おうとしたところにあったのであ

る。1900年代初めに，世界ですでに毎年15万冊の新刊図

書と40万ないし60万点の雑誌論文が刊行されていると報

告されている。78）この量を単一の機関が処理することは

不可能であった。IIBが普遍性をめざしていたとしても，

そこでとられたのは他の機関の仕事をどちらかというと

受動的に受けいれる方法であったので，そうした仕事に

不可欠な網羅性を欠いていた。さらに，個々の利用者が

個別の関心をもつ範囲が限定されているとすれば，その

処理がより狭い分野で活動する専門的機関に委ねられる

方向へすすむのも必然であった。ひとつの機関が，すべ

ての領域を同じ密度の処理方法で世界的規模で扱う必然

性もまたその可能性も消滅しつつあったのである。

VI．おわりに

　本稿を終えるにあたって，まとめに代えて，IIBの書

誌活動をさらに深く研究するための3つの視点を掲げて

次の課題としたい。今日の図書館情報学の源泉のひと

つがここにあることは明らかであり，世界書誌作成の理

念と実践の研究が現在，将来の我々の活動に大きな刺激

を与えることは疑いないと思われるからである。

　第：1の視点は，IIBの活動の歴史的思想的背景を探る

ことである。19世紀は技術・産業における急激な変革の

世紀であった。特に，産業革命以来，独自に積み重ねら
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れた技術の体系が科学的知識と結びつき，さらに発展，

巨大化した時期であったといえる。そうした科学技術さ

らには人類のもつ知識の進歩への期待感のもとに，世界

書誌の作成がすすめられたのである。書誌は知識のひと

つの表現形態である。1点のカードが1単位の知識の存

在を示し，それらを包括的に集め，主題によって配列す

ることにより，人類のもつ知識のカタログがつくりださ

れるという発想は，この世紀の一般的雰囲気を反映して

いたのではないかと思われるのである。世界書誌の理念

が今日でも，単にプラグマティックな意味での有用性を

超えて我々にとって望ましいものと考えられているとす

れば，それは知識をもつことへの信頼感が依然として維

持されているからである。これを疑うことは図書館・情

報学の基盤を揺るがすことにもなりかねないが，理念を

世界的規模での実践に変えたOtletらの思想的背景を知

ることは，この問題を再考するきっかけとなるだろう。

　第2に，La　Fontaine，　Otletらにとって，　IIBの活動

は彼らのもつ理念の達成のひとつの手段でしがなかった

ことについて触れておきたい。La　Fontaineは国際法学

者として国際平和運動のリーダーとして一般には認めら

れている人物である。Otletもまた，国際的な学協会の

連合体（UIA），国際大学，世界博物館（Palais　Mondiale，

後にMundaneum）といった一般的な国際学術・文化交

流運動に，特に第1次大戦後は活動の重点を移した。彼ら

にとってRBUは，ひとつの国際社会をつくるための国

家間協力の鍵であり，シンボルともなるべきものであっ

た。79）第1次大戦後の国際連盟やその下部機関である国

際知的’協力委員会の成立にはIIBも強く関与しており，

IIBの財政難の際には上記委員会からの援助も検討され

た。80）ベルギーのような書誌に関して必ずしも進んでい

たとはいえない国で，こうした活動が世界に先駆けて行

われたのも，スイスやオランダなどヨーtッパの小国と

いわれる国々に共通した国際平和への強い希求のひとつ

のあらわれであったのかもしれない。

　第3に，最初の課題に戻って書誌コントロールの方法

について考えてみよう。EganおよびSheraは，個別の

要求に従ってつくられるミクロな書誌と全体的な統合の

うえにつくられるマクロな書誌の区別を主張したが，81）

RBUはどちらにあたるだろうか。前述のようにこれは

個々の書誌の不十分な統合の結果つくりあげられたもの

であってマクロな書誌とはいえないだろう。RBUが一一

見総合目録と似た作成過程をもつことは，やや遅れて始

まったLCの印刷カード配布からNational　Union　Ca一

talo9作成への動きと比較することを可能にする。　NUC

は合衆国各地に数十ヵ所のデポジットをもち，やがて冊

子体によって大量に配布することができるようになり，

内容も一国の全国書誌というよりも準世界書誌としての

性格をもつようになった。それは，合衆国という国家を

単位としてLCやALAという強力な統合・調整の機

関があって初めて実現したことであった。もし真の世界

書誌が可能だとすれば，それは国家を単位とする書誌コ

ントロールをさらに上位のレベルでコントロールしょう

とする現在のUBCの構想が強力にすすめられるときで

あろう。IIBの活動は，その理念追求の避けがたい実験

であり，さらに実現の見通しに我々を導いた礎石でもあ

ったのである。

1）第2次大戦後の国際的・書誌コントロールの試みに

　　ついての概観を得るためには次の文献が参考にな
　　る．

　　Coblans，　Herbert．　Lib　rarianship　and　documen－

　　tation；　an　intemational　PersPective．　London，

　　Andr6　Deutsch，　1974．

2）今まど子編．UDCの手引き．日本ドクメソテーシ
　　ョソ協会，1978．P．13．
3）　Rayward，　W．　Boyd．　The　universe　of　information；

　　the　work（：ゾPaul　Otlet　foγdocumentation　and

　　intemational　organiaation．　（FID　publication　no．

　　520）　Moscow，　VINITI，　1975．

4）　Ditmas，　E．　M．　R．　“　Co－ordination　of　information；

　　a　survey　of　schemes　put　forward　in　the　last

　　fifty　years，”　Joumal　of　Documentation，　vol．3，

　　no．　4，　March　1948，　p．　209－21．

5）　Murra，　Kathline　O．　History　of　some　attempts

　　to　organize　bibliography　internationally．　〈J．　H．

　　Shera　and　M．　E．　Egan，　eds．　BibliograPhic　organi－

　　gation．　Chicago，　Univ．　of　Chicago　Press，　1951＞

　　p．　24一一53．

6）　Lorphbvre，　Georges．　“　Henri　La　Fontaine，　1854－

　　1943；　Paul　Otlet，　1868－1944，”　Revue　de　la　do－

　　cumentation，　tome　21，　fasc．　3，　1954，　p．89－93．

7）　Scott，　Edith．　“IFLA　and　FID一一history　and　pro－

　　grams，”　Library　quarterly，　vol．32，　no．1，　Jan．

　　1962，　P・　1’18e

8）　Rayward，　W．　Boyd．　“The　UDC　and　FID一一一a　his－

　　torical　perspective，”　Library　quarterly，　vol．37，

　　no．3，　July　1967，　p．259－78．

9）　Arntz，　Helmut．　lnternational　Federation　for

　　Documentation．　〈A．　Kent　and　H．　Lancour，　eds．

　　EncycloPeaia　of　library　and　information　science，

　　2Vew　York，　Deleker，　vol．12＞　p．377－402．

10）IIBについての書誌もその活動全般にわたるものは
　　つくられていない．IIB－IID－FIDの出版物として登
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　　　録されたものは一連の番号が振られている．これに

　　　は他の機関や出版社から刊行されたものも含まれ

　　　る．その目録として，FID．　FZD　Publications∫an

　　　80　years　bibliograPhy，　1895－1975．　（FID　publi－

　　　cation　no．531）The　Hague，　FID，1975．がある．

　　　Otletの著作については，

　　　Lorphbvre，　Christiane．　“Bibliographie　des　tra－

　　　vaux　de　Paul　Otlet，”　Revue　de　la　documentation，

　　　tome　21，　fasc．　3，　1954，　p．99－102．

　　　Bibliography　of　the　writings　of　Paul　Otlet．

　　　〈Rayward．　The　universe　of　information．　oP．　cil．

　　　（注3）＞P．364－73．がある．

11）IIB－IID・FIDの機関誌は次のように変遷している．

Bulletin　de　1’llB

Documentatio　universalis

lID　communicationes

FID　communicationes
Revue　de　la　documentation

Revue　internationale　de　la

　documentation

FID　info　ptmations

Info　mations　FID

FID　news　bulletin

I％te7nationalノ「oγ％M　on　i

　and　documentation

1895－1914

1930－1932

1934－1938

1939－1946

1947－1961

1962－1965

1951一一1955

1956－1959
1960一一

nfo　rmation

　　　　　　　1975一

12）小倉親雄．、、図書館とドキュメンテーション，”図書

　　　館界，vol．17，　no．6，　Mar．1966，　P．171－8，196．

13）前嶋正子．、、書誌調整の歴史，”Lib　ra　ry　and　infor－

　　　mation　science，　no．　9，　1971，　p．381－407．

14）今．op．　cit．（注2）P．13－26．

15）藤野幸雄．“最後の世界書誌Paul　Marie　Ghislain
　　　Otlet（1868－1944），”書誌索引展望，　vol．4，　no．3，

　　　Aug．　1980，　p．　20－1．

16）Som〃zaire　Pe’riodique　des　revues　de　droit，1894年

　　　からSo〃zmaire〃z白雨。漉（7z6θ　des　’γσ露6s　et　revue

　　　de　droit．

17）　Otlet，　Paul．　“Un　peu　de　bibliographie，”　Palais，

　　　volume　for　1891－1892，　p．　254－71．

　　　シカゴ大学ライブラリー・スクールのRayward博
　　　士は現在，この論文も含めたOtletの12の論文の英

　　　訳を準備中で，近いうちに刊行されるとのことであ

　　　る．以下の引用は，“Something　about　bibliogra－

　　　phy”と題された英訳の草稿（20，6P．）に基づく．

　　　提供して下さったRayward博士に感謝したい．

18）英訳草稿，P．1．

19）　La　Fontaine，　Henri　and　Paul　Otlet．　“La　cr6a－

　　　tion　d’un　r6pertoire　bibliographique　universel，

　　　note　pr61iminaire，”　llB　bulletin，　tome　1，　1895－

　　　1896，　p．　15．

20）　Rayward．　The　unive　rse　of　information．　oP．　cit．

　　　（注3），p．40－4．

21）IIBでは十進分類：法をCD（Classification　D6cimale）

　　　とかCDU（Classification　D6cimale　Universelle）

　　　と呼び慣らわしていた．どこまでがDCでどこから

　　　CDかを明確にすることは困難であるが，一応の区

　　　別のため本稿では以下“CD”を用いる．
22）　lbid．，　p．43．

23）　lb　id．，　p．46．

24）　Campbell，　F．　B．　“L’lnstitut　lnternational　de

　　　Bibliographie，”　The　library，　vol．7，　1895，　p．341．

25）　IIB．　R6solutions　des　congrbs　internationaux．

　　　〈IIB．　Vorganisation　syste’matique　de　la　documen－

　　　tation　et　le　de－veloPPement　de　1’lnstitut　lnter－

　　　national　de　BibliograPhie．　（IIB　publication　no．　82）

　　　Bruxelles，　IIB，1907＞P・51－2．（決議の田一Xは省

　　　略）

26）他に，企業家Ernest　Solvayの個人的援助があっ
　　，た．彼はソー一・一・ダ製法に関する新しい手法を考案して

　　　巨額の財産をなした．社会型良家・社会学者として

　　　の主張ももっており，後にInstitut　de　Sociologie

　　　を設立した．Otletの知己で，　IIBの第二代の会長

　　　を努めることになる．

27）　IIB．　Chronologie　des　principaux　faits　relatifs

　　　au　d6veloppement　de　1’lnstitut　lnternational　de

　　　Bibliographie．　〈IIB．　L’organisation　syste’matique．．．

　　　op．　cit．（注25）＞P．36およびRayward．　The　uni・

　　　verse　of　information．　op．　cit．（注3），　P．51は8月

　　　14日，Scott．　op．　cit．（注7），　P．4およびArntz．

　　　op．　cit．（注9），　P．379は8月12日としている．

28）La　Fontaineは1894年より上院議員として活躍し
　　　ており，OIBが政府の授助を受けられるようになつ

　　　たのも，その辺に理由があると思われるが，はっき

　　　りしたことはわからない．

29）　IIB．　“Institut　lnternational　de　Bibliographie：

　　　statuts，”　llB　bulletin，　tome　1，　1895－1896，　p．12．

30）この時期のIIBの出版物は，後に述べるBUに含
　　　まれる書誌以外に，機関誌としてのBulletinと注
　　　10）で述べたPublicationsのシリe一ズがある．後

　　　者の多くは，DCの翻訳および展開された表である

　　　が，IIBと協力してつくられた他の機関の刊行物を

　　　含んでいる．またBulletinに発表された重要な論

　　　文も独立刊行物として，固有の番号を与えられそれ

　　　に納められている．

31）例えば次の文章などはそれを典型的に示している．

　　　“IIBはRBU作成のためのすべての仕事を集中化
　　　して行っている．”（IIB．　L’6tat　actuel　de　l’organi－

　　　sation　bibliograPhique　internationale．　（IIB　publi－

　　　cation　no．75）　Bruxelles，　IIB，　1906，　p．19．）

32）La　Fontaine　and　Otlet．　op．　cit．（注19），　P．16－7．

33）　IIB．　Le　Re’Pertoire　bibliograPhique　universel　et　la

　　　coopdration　internationale　dans　les　travaux　b　iblio－

　　graphiques．　（IIB　publication　no．51），　Bruxelles，

　　　IIB，1902，　P．5．そうはいっても，彼らの世界が地域
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　　　的にも言語的にもヨーロッパを中心とする国々に限

　　　られていたのは，当時の状況からして無理もなかっ
　　　た．

34）書誌活動のためのコレクションとして，図書2500点，

　　　雑誌100タイトルを所蔵していた．（IIB．　R6pertoi－

　　　res，　collections，　publications，　services　de　1’lnsti－

　　　tut　lnternational　de　Bibliographie．　〈IIB．　L’or－

　　　ganisation　systimatique…oP．　cit．（注25）＞p．9．

35）　Pafford，　J．　H．　P．　Lib　rary　co－oPeration　in　EuroPe．

　　　London，　LA，　1935．　p．235－6．

36）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），p．68－9．

37）Murra．　op．　cit．（注5），　P．33－4を参照のこと．

38）IIB．　R6pertoires，　collections＿op．　cit．（注34），P．29．

39）　IIB．　Notice－catalogue．　（IIB　publication　no．68），

　　　Bruxelles，　IIB，1905，　P．14－21を参照して作成した．

40）〈contribution　no．1＞のBibliographia　sociologica

　　　は含まれていないが，Raywardによれば，これは

　　　3回刊行され6000点の記入があった．（Rayward．
　　　The　universe（of　infoγmation．　op．　cit．（注3），P．117．）

41）　Otlet，　Paul　and　Ernest　Vandeveld．　La　reforme

　　　des　bibliograPhies　nationales　et　leur　utilisation

　　　pour　la　bibliograPhie　universelle．　（IIB　publication

　　　no．77）　Bruxelles，　IIB，　1906，　p．2．

42）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），P．114－5．

43）IIB．　hθRgPertoire＿op．　cit．（注33），　P．6．

44）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），P．116．

45）　lb　id．，　p．120．

46）IIB．　RiPertoires，　collections＿op．　cit．（注34）．　P．

　　　19－28．を参考にして作成した．

47）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），p．52．

48）　Richardson，　E．　C．　“International　co－operation

　　　in　intellectual　work，”　Library　journal，　vol．　47，

　　　no．19，　1922，　p．915．

49）IIB．　Notice－catalog’ue．　op．　cit．（注39），P．10－11．に

　　　は，R6P．A，B，　R6P．Nのカ・一ド枚数の詳細な統計

　　　が示されている．

50）Rayward．　The　universe（：ゾinfoγmation．　op．　cit．

　　　（注3），chapter　Vを参照．

51）1899年にIIBを訪れたアメリカの図書館員Bowker
　　　は，この作業の精神的支柱がOtletであり，　Dewey

　　　以上に情熱をもってCDの推進に努めていると述べ
　　　ている．（Bowker，　R．　R．“The　Institut　Interna－

　　　tional　de　Bibliographie，　Brussels”　Library　1’oupt－

　　　nal，　vol．　25，　June　1900，　p．274．）

52）Rayward．“The　UDC　a：nd　FID＿”op．　cit．（注

　　　8），P．264－70．を参照．

53）今．op．　cit．（注2），　P．12．

54）UDCの各階毎，分野毎の刊行史は次の文献に概略
　　　が示されている．

　　　FID．」町D　publications．．．op．　cit．（注10），　P．87－90．

55）IIB．　Re’peγtoires，　collections＿op．　cit．（注34），P．32．

56）Rayward．　The　universe（ゾinfoγmation．　op．　cit．

　　　（注3），p．122．

57）La　Fontaine　and　Otlet．　op．　cit．（注19），　P．38．

ss）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），P．122－3．

　　　RBσ複製の問題はIIBの重要な研究課題のひとつ
　　　であった．これは第1次大戦後のIIB，　IID，　FIDへ

　　　と引き継がれていった．
59）IIB．　R6so1勿”oπs＿op．　cit．（注25），　P．53－6．

60）IIB主催の国際書誌会議（Conf6rence　Interna・
　　　tional　de　Bibliographie）は，第4回，第5回目に

　　　は　Congr6s　International　de　Bibliographie　et

　　　Documentationと名称が変わっている．
61）　IIB．　La　documentation．　〈IIB．　L’organisation　sys－

　　　te’matique…ψ．　cit・（注25）＞p．7．

62）　Donker　Duyvis，　F．　“The　lnternational　Federa－

　　　tion　for　Documentation，”　Journal　of　documenlary

　　　reProduction，　vol．3，　no．3，　Sept．　1940，　p．176．

63）IIB．　La　documentation．　op．　cit．（注61），P．9．

64）第1次大戦後にここを訪れたRichardsonは，こ
　　　の図書館が当時15万冊を所蔵し，200万冊を目標に，

　　　当時のRBUの規模に匹敵する1500万冊を念頭に
　　　おいていると報告した．（Richardson．　op．　cit．（注

　　　48），　p．　916．）

65）IIB．　R6pertoires，　collections＿op・cit・（注34），

　　　p，　23．

66）　lbid．，　p．24．

67）学協会についての情報カーード（R6P．　S），各国の法

　　　律・ベルギーの判例の目録，特許の目録（R6P．　Pe），

　　　美術作品の目録（R6P．　PP）などである．（loc．　cit．）

68）Scott．　op．　cit．（注7），　P．4．

69）1926年にIFLAが，1946年にUnescoが誕生して，
　　　国際的書誌コントロールの問題の多くはそれらの機

　　　関が主として担うことになる．

70）Rayward博士からの私信による．なお，次の文献
　　　も参照のこと．

　　　Taylor，　Archer．　Geneγal　su∂ject－indexes　since

　　　ls4s．　Philadelphia，　Univ．　of　Pennsylvania　Press，

　　　1966．　p．　259．

　　　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），〈Preface＞．

71）　Bradford，　Samuel　C．　Fifty　years　of　documen－

　　　tation．　〈S．　C．　Bradford．　Documentation，　2nd　ed．

　　　London，　Lockwood，　1953＞　p．　135．

72）　Rayward．　The　universe　of　information．　op．　cit．

　　　（注3），P．109・の注56を参照．

73）　Rayward，　W．　Boyd．　“Librarianship　in　the　new

　　　world　and　the　old：　some　points　of　contact，”
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